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Ⅲ 校舎等の環境整備 
 

 児童・生徒が充実した学校生活を送り、教職員が効果的な教育活動を行うことのできる環境づくりを目

指して、学校施設の整備を図っています。 

 また、児童・生徒の安全・安心を確保するため、各種点検や修繕を行っています。  

 

区立小・中学校校舎保有面積構造別比較                （令和7年 3月 31日現在） 

区分 鉄筋コンクリート造 鉄骨・ブロック 木造 計 

小学校 109,945㎡ (98.42％) 1,641㎡ (1.47％)  128㎡ (0.11％) 111,714㎡ 

中学校  49,043㎡ (98.34％)   795㎡ (1.59％)   33㎡ (0.07％)  49,871㎡ 

※体育館の面積は含まない。 

 

１ 実施事業の内容 

 

(1) 学校施設の計画的な更新 

   学校施設更新計画に基づき、学校施設の計画的な更新を進めています。令和 6 年度は、向原小学校

の仮設校舎が 7 月末に完成し、児童を受け入れる態勢を整備したうえで、8 月から授業を開始しまし

た。また、既存校舎解体工事の住民説明会を 7 月に開催し、9 月から解体工事を開始しました。その

後、11月に実施設計を策定し、同月に保護者や地域等へ住民説明会を2回開催しました。鷹番小学校

については、4月に基本構想・基本設計の委託事業者を公募型プロポーザル方式により決定しました。

また、新校舎の検討に係る地域懇談会を 7 回にわたり開催し、建て替えに関する意見交換等を行いま

した。その後、令和 7年 2 月に基本構想素案をとりまとめ、同月に住民説明会を 2回開催しました。

統合新校である目黒南中学校及び目黒西中学校の新校舎については、令和 6 年 2 月に策定した、基本

構想に沿って、学校運営についての検討を深めるとともに、関係法令や技術的な視点を踏まえ、8月に

基本設計を策定しました。 

 

(2) 学校施設の管理・整備 

小・中学校における教育活動の状況などを考慮するとともに、各種点検の結果等を踏まえ、校舎等

の改修や施設の維持管理をしています。 
 

 

令和6年度の主な取組実績 
取組内容（校数） 対象校 

体育館・校庭トイレの洋式化（8校） 碑小学校 

原町小学校 

宮前小学校 

油面小学校 

不動小学校 

第一中学校 

五本木小学校 

東根小学校 

学級数増加に伴う教室整備工事（3校） 不動小学校、東山小学校、鷹番小学校（特別支援学級） 

老朽化した遊具の更新(8校) 中目黒小学校 

不動小学校 

中根小学校 

鷹番小学校 

上目黒小学校 

宮前小学校 

駒場小学校 

東根小学校 

 

(3) 学校ＩＣＴ環境整備 

区立小・中学校のＩＣＴ環境には、教室等での学習指導で使用する教育システム、校務全般で使用

する校務システム、児童・生徒1人 1台の学習用情報端末（GIGAシステム）があり、計画的に整備及

び維持管理を行っています。 

令和6年度は、区立小学校8校、中学校2校の教育システムの機器更新及び校内ネットワーク再構 
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会場・コース 参加者 

夏季水中

運動教室 
五本木小学校プール 

4日間 

（7/31、8/1.3.4） 

午前 

118人 

ワクワク 

特別講座 
中央体育館 

12月 16日 

午後 

159人 
（親子合わせて） 

後期 

中目黒小学校 

五本木小学校 

上目黒小学校 

水曜A 100人 

水曜B 126人 

土曜午前A 69人 

土曜午前B 64人 

土曜午後C 79人 

土曜午後D 85人 

八雲小学校 
水曜A 148人 

水曜B 143人 

碑小学校 

土曜午前A 160人 

土曜午前B 121人 

土曜午前C 62人 
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築（高速大容量化）や、校務システムの更新（全校）を行うとともに、令和7年度に実施するGIGAシ

ステム更新について、小・中学校長を構成員に含めた選定委員会を設置し、プロポーザル方式による

事業者選定を行いました。 

令和6年度末のＩＣＴ環境は、教育システム端末1,067台、学習用情報端末14,770台、大型提示装 

置（プロジェクター又は電子黒板）968台、実物投影機186台、校務システム端末1,300台です。 

 

(4)  園舎等施設の管理 

   幼児教育の充実を図るために、各種点検や園舎等の修繕を行い、施設を維持管理しています。 

  
(5)  校外施設の管理 

   八ヶ岳林間学園、興津自然学園の施設管理を行っています。 

 

(6)  教職員住宅の管理 

   清水池の教職員住宅の施設管理を行っています（事業開始：昭和49年 4月）。 
  なお、同住宅については築50年を経過しており、老朽化に伴い住居としての使用に支障の出る頻度が 

高くなったことから、廃止予定としています。 
 

２ 各事業の決算額 

事業名 
幼稚園・ 

こども園 
小学校 中学校 

校外 

施設 

教職員 

住宅 
計 

学校施設の計画的な更新 学校施設の計画的な更新   671,093 1,264,484     1,935,577 

学校施設の管理 

学校施設の運営管理   517,499 230,337     747,836 

学校施設の維持補修   44,842 13,135     57,977 

学校施設の改修   176,247 42,301     218,548 

学校施設の整備 トイレの環境改善   55,213 8,934     64,147 

学校ICT環境整備事業 
教育用コンピューターの管理   871,879 352,764     1,224,643 

校務用コンピューターの管理   609,974 245,845     855,819 

園舎等施設の管理 園舎等の維持管理 5,046         5,046 

校外施設の管理 
八ヶ岳林間学園       37,165   37,165 

興津自然学園       58,857   58,857 

教職員住宅の管理 教職員住宅の管理         1,532 1,532 

合計 5,046 2,275,654 893,316 96,022 1,532 3,271,570 

 

単位：千円 


